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南西モンスーンが卓越するスリランカ西海岸における

砂州の大規模変形 と長期土砂収支の解明
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指導教員 田島芳満 准教授

1.研 究の 目的 沿岸域 の漂砂環境 を正 しく理解す るには,局 所的な海浜地形特牲 だ けでなく,長 期

的広域 的な土砂収支の把握 が必要不可欠 である.た とえばス リランカ西海岸 では,南 部で深刻な侵

食被害が北側 に拡大 している一方で,北 部では発達 した砂洲周辺で大規模 な侵食域 と堆積域が互い

に変形 しなが ら混在 し,局 所的な土砂収支 の不均衡 と長期的広域的な沿岸漂砂の変化の影響 を強 く

受 けてい る と推測 され る(図 一la).本 研 究 では,定 量的情報 量 に貧 しいス リランカ西海岸 北部の

Kalpitiya地 区に焦点をあて,衛 星画像や数値 的解析 に基づき異なる時空間スケール における沿岸漂

砂環境 の解 明を試み る.

2.研 究内容(1)画 像解析 に基づ く汀線変化分析:Kalpitiya地 域 の汀線変化過程を分析す るために

航空写真お よび、複数の衛生画像 か ら汀線位置 を抽出 し、1956年 から現在までの長期的な汀線変化

分析を行った。また特に2007年 か ら2010年 に撮影 された10枚 のALOS PALSAR画 像 に基づき,

砂州周辺部における汀線 の大規模変形 を詳細 に分析 した.PALSARは マイ クロ波 レーダー画像であ

り,天 候や 日照条件に影響を受 けないため汀線位置の高頻度抽 出に適 している.本 研究では,GPS

による汀線位置の計測値 が,同 時期 に取得 したPALSAR画 像か ら抽出 した汀線位置 と精度 よく一致

す ることを確認 した.(2)波 浪特 性の推定:ス リランカ西海岸にお ける波浪特性 を把握するために波

浪推算モデルWAMに 基づ く波浪推算計算 を行 った。風速場にはアメ リカ環境予測セ ンター(NCEP)

による2001年 か ら2010年 までの10年 間のFNLデ ータを用い,地 形データには,1分 間隔のETOPO

データを用いた。WAMに よる波浪推定結果 は,2010年 に1年 間だけ取得 され たKalpitiya南 部沖合

での波浪観測データ と比較 し,そ の妥 当性 を検証 した.(3)汀 線変化モデルによる再現計算:本 研究

において超音波測深器で直接計測 した水深データ と汀線データをETOPOデ ー タに重ね合わせ,20m

間隔の地形デー タを作成 し、前述の波浪推定結果 に基づ き,汀 線変化モデル を用いて汀線変化特性

の再現 を試 みた.現 地調査,航 空写真お よび衛 星画像によ り,Kalpitiya沿 岸部ではサ ンゴ礁に よる

浅瀬 が多数存在 し(図2),沿 岸漂砂の局所的捕捉 に影響 を及ぼ していると推察 されたため,沿 岸波浪

場の計算では画像 か ら得 られたサ ンゴ礁位置 において波浪減衰項を導入 した.

3.主 要な結論(1)Kalpitiya地 域 の汀線屈 曲部周辺 では,堆 積域 の変化 に連動 してその北側での侵

食 ・堆積が起 きてお り,局 所的な土砂収支の変化 による影響が強い ことが分かった(図lb,lc).一 方,

2008年 にはKalpitiya北 側 の細長い砂州が最大6か 月間で約300mと 大き く後退 してい ることが分か

った(図3).現 地漁師の証言か ら暴浪時には砂州上 を波が遡上 し越波す ること,同 じ時期に大規模 な

サイ クロンが来襲 してい るこ と,さ らに,砂 州背後の土砂量が増加 していることな どか ら,高 波浪

時の越波 に伴 う砂州 の大規模変形 も当該地点の漂砂特性に大きな影響 を及ぼ していることが分かっ

た.(2)波 浪推算結果は観測波高 よりも変動幅が過少評価 され る傾 向があるものの,特 に沿岸漂砂移

動 に有意な波高が計測 された南西モ ンスー ン季においては,周 期や波 向を含 め平均的な値 を妥当に

再現できた(図4).月 毎平均波高の10年 間の経年変化(図6)に 顕著な傾 向はみ られず,長 期的な沿岸

漂砂特性は南西モンスー ン季 に卓越す る南西 か らの波浪 によ りほぼ支配 され ることが推察 され た

(図5).(3)南 西モンスーン季の波浪条件 と,サ ンゴ礁 による波浪減衰 を適切に与 えることによ り,1956

年か ら現在 までの汀線変化 を妥 当に再現でき(図7),長 期的な懸念 である南部か らの土砂供給量の減

少 に伴 う影響 は,現 時点では比較的小 さい ことが分かった.



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 1956年から 2000年までの再現計算  

 

図-5波浪推算による波向（10年間） 

 

図-1(a)Kalpitiya地区における長期汀線変化、点線部拡

大図(b)1956年から 2000年、(c) 2000年から 2010年 
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図-3砂州付近の詳細な汀線変化  

 

図-21956年の航空写真におけるサンゴ礁 

（破線の内部にサンゴ礁が見える．） 

 

 

図-4波浪推算結果と観測地の比較(有義波高(上）及び周期(下)) 

 

図-6 波浪推算結果による月別平均波高

(上)と年別平均波高(下) 

 


